
副 会 長

北出　　葵 （中海小）
県P家庭教育委員

“ “ 子どもたちに寄り添いながら、子どもたちに寄り添いながら、共に社会をより良くしていこう共に社会をより良くしていこう ” ”

小松市立学校小松市立学校ＰＴＰＴＡ連合会連合会

会長会長    田村  義彦田村  義彦

　日頃より、皆様に　日頃より、皆様にはPTAPTA活動にご理解とご支援を賜り、心から感謝申し上げます。昨年度よ活動にご理解とご支援を賜り、心から感謝申し上げます。昨年度よ

り小松市立学り小松市立学校PTAPTA連合会では連合会では、SDGSDGs（SustainablSustainable DevelopmenDevelopment GoalGoals＝持続可能な開発目標）持続可能な開発目標）

を念頭にを念頭に、事業・業・活動を開催してまいりました。活動を開催してまいりました。SDGSDGsとはとは、20162016年から年から20302030年まで年までの1515年間に、年間に、

貧困や不平等・格差、気候変動、資源の枯渇、自然破壊などの様々な問題を根本的に解決し、貧困や不平等・格差、気候変動、資源の枯渇、自然破壊などの様々な問題を根本的に解決し、

世界をよりよくすることを目指す、世界共通世界をよりよくすることを目指す、世界共通の1717の目標のことをいいます。小松市は令和元の目標のことをいいます。小松市は令和元年

7月1日に日に「SDGSDGs未来都市」として国から選定を受けました。未来都市」として国から選定を受けました。

　ここ数年間、コロナ禍という状況の中で各種の制限はありましたが、色々と工夫をしながら　ここ数年間、コロナ禍という状況の中で各種の制限はありましたが、色々と工夫をしながら

活動を続けられたと感じております。それらはひとえに、皆様からのご支援・ご協力を得られ活動を続けられたと感じております。それらはひとえに、皆様からのご支援・ご協力を得られ

たことによります。本年度もまたたことによります。本年度もまた、より発展的により発展的に、より積極的により積極的に、子どもたちや学校へのサポー子どもたちや学校へのサポー

トを私たち一丸となって全力で取り組み、子どもたちが学校生活を笑顔で楽しめる環境をつくトを私たち一丸となって全力で取り組み、子どもたちが学校生活を笑顔で楽しめる環境をつく

る一助となれるよう尽力してまいります。る一助となれるよう尽力してまいります。

　また、先日の講演会では、金沢少年鑑別所　所長の佐藤健司氏をお招きし、保護者と学校、　また、先日の講演会では、金沢少年鑑別所　所長の佐藤健司氏をお招きし、保護者と学校、

そして地域の方々と連携して子どもたちへの支援のあり方を学び・考える機会を設けることがそして地域の方々と連携して子どもたちへの支援のあり方を学び・考える機会を設けることが

できました。佐藤氏の貴重なお話や体験談を通して、いじめ問題への取り組みについて、またできました。佐藤氏の貴重なお話や体験談を通して、いじめ問題への取り組みについて、また

非行に走ってしまった子どもたちに対してどう関わっていくかといったことを考えるきっかけ非行に走ってしまった子どもたちに対してどう関わっていくかといったことを考えるきっかけ

を得ることができ、本年度の基本方針に掲げた「家庭・学校・地域との連携強化により、子どを得ることができ、本年度の基本方針に掲げた「家庭・学校・地域との連携強化により、子ど

もたちが安全で安心して過ごせる環境づくりの推進」への大きな一歩となったように感じておもたちが安全で安心して過ごせる環境づくりの推進」への大きな一歩となったように感じてお

ります。ります。

　本年度も引き続き保護者の皆様の受け皿になることができるよう、小松市立学　本年度も引き続き保護者の皆様の受け皿になることができるよう、小松市立学校PTAPTA連合会連合会

は活動してまいります。更なるご理解とご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。は活動してまいります。更なるご理解とご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

★令和５年度 市P連組織 ◎ 委員長　○ 副委員長　● 校長

副 会 長
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よりよい未来へ！協力しあい、扶けあう　～ 次世代を担う子どもたちのために ～

小松市立学小松市立学校 PTA 連合会合会小松市立学校 PTA 連合会



樫田　　徹樫田　　徹（粟津小（粟津小）　・ 嵐　　達昭嵐　　達昭（稚松小（稚松小）　
濵口　淳也濵口　淳也（丸内中（丸内中）　・ 杉山　広明杉山　広明（犬丸小（犬丸小）
金田奈津代金田奈津代（安宅小（安宅小）　・ 前沢　貴広前沢　貴広（犬丸小（犬丸小）
太田　誠鉄太田　誠鉄（蓮代寺小蓮代寺小）　・ 石原　一雄石原　一雄（串　小（串　小）
齊藤　　翔齊藤　　翔（符津小（符津小）　・ 大田　琢哉大田　琢哉（中海小）（中海小）
深澤　弘美深澤　弘美（東陵小学校校長）（東陵小学校校長）

　「育友会行事で、ぜひ自転車教室を開催しよう「育友会行事で、ぜひ自転車教室を開催しよう。」と４月、」と４月、
今年度第１回粟津小学校育友会役員会は、大いに盛り上がっ今年度第１回粟津小学校育友会役員会は、大いに盛り上がっ
ていました。ていました。
　このように盛り上がったのは　このように盛り上がったのは、 2つの理由があります。つの理由があります。
　 1つ目は、自転車は各家庭で購入し、使用しているものだつ目は、自転車は各家庭で購入し、使用しているものだ
から、自転車のことを学校任せにしていてはいけないのではから、自転車のことを学校任せにしていてはいけないのでは
ないかないか、という考えを私たち育友会員が持っていたからですという考えを私たち育友会員が持っていたからです。
　 2 つ目は、昨年度末より粟津小学校育友会生活環境役員のつ目は、昨年度末より粟津小学校育友会生活環境役員の
方々が、熱心に、小学生にとって効果的でわかりやすい自転車安全教室の取組ができないかと調べていたこと方々が、熱心に、小学生にとって効果的でわかりやすい自転車安全教室の取組ができないかと調べていたこと
を知り、この熱意に応えるために、何としても実現したいという強い思いを抱いたからです。を知り、この熱意に応えるために、何としても実現したいという強い思いを抱いたからです。
　育友会役員全員で準備をし、学校にもお手伝い頂き　育友会役員全員で準備をし、学校にもお手伝い頂き、 6月 3日土曜日、加南自動車学校様のご協力を得て日土曜日、加南自動車学校様のご協力を得て、
『自動車学校で自転車安全教室を行う』という粟津小学校として初めての育友会行事を行う事が出来ました。『自動車学校で自転車安全教室を行う』という粟津小学校として初めての育友会行事を行う事が出来ました。
　自転車教室の内容は、講話と実技の２部構成でした。　自転車教室の内容は、講話と実技の２部構成でした。
　講話では　講話では、①交通ルール①交通ルール　②自転車の点検方法について②自転車の点検方法について、小学生に分かるようにジェスチャー等を交えながら小学生に分かるようにジェスチャー等を交えながら
教えて頂きました。教えて頂きました。
　実技では、①自転車が交差点でトラックに巻き込まれる事故　実技では、①自転車が交差点でトラックに巻き込まれる事故　②歩行者と自転車の接触事故②歩行者と自転車の接触事故　③トラックの運③トラックの運
転席に座っての死角確認転席に座っての死角確認　④教習所内の自転車走行④教習所内の自転車走行　の４項目を実技と体験を通して学ばせてもらいました。の４項目を実技と体験を通して学ばせてもらいました。
　特に、参加児童の表情が真剣になったのは、教習所の先生方によるアトラクション（実技）でした。自転車　特に、参加児童の表情が真剣になったのは、教習所の先生方によるアトラクション（実技）でした。自転車
がトラックに巻き込まれたり、また逆に、自転車が加害者となって老人に接触したり、目の前で行われる危険がトラックに巻き込まれたり、また逆に、自転車が加害者となって老人に接触したり、目の前で行われる危険
な実技に、児童は「交通ルールを守る重要性」をひしひしと感じていたようでした。な実技に、児童は「交通ルールを守る重要性」をひしひしと感じていたようでした。
　最後に、参加した児童や保護者の皆さんの感想をお伝えします。　最後に、参加した児童や保護者の皆さんの感想をお伝えします。
「交通ルールを守って自転車に乗りたい「交通ルールを守って自転車に乗りたい」「参加できなかった兄弟姉妹に教えてあげたい「参加できなかった兄弟姉妹に教えてあげたい」「実践形式で、楽し「実践形式で、楽し
く具体的に交通ルールを学ぶことができた」などです。く具体的に交通ルールを学ぶことができた」などです。
　寄せられた感想から、あらためて、育友会活動は『子どものため』に役立つ大切なものという実感を抱くこ　寄せられた感想から、あらためて、育友会活動は『子どものため』に役立つ大切なものという実感を抱くこ
とが出来ました。今後とも、粟津小学校育友会役員一同とが出来ました。今後とも、粟津小学校育友会役員一同、『子どものため』に頑張っていきたいと思います。『子どものため』に頑張っていきたいと思います。

編
集
後
記

粟津小学校育友会粟津小学校育友会

広報委員会　３年ほど続いた、コロナによる規制がなくなりました。多くの地３年ほど続いた、コロナによる規制がなくなりました。多くの地域・域・学校で学校で、
行事や活動が新しい形で開催されると思います。広報委員会として市Ｐ連の活行事や活動が新しい形で開催されると思います。広報委員会として市Ｐ連の活
動を、しっかり伝えられるよう努力してまいります。動を、しっかり伝えられるよう努力してまいります。
　こ　ここにＰＴＡだよこにＰＴＡだより、第100号をお届けいたします。り、第100号をお届けいたします。

広報委員長　報委員長　樫 田　樫 田　　徹（粟津小）（粟津小）

・第６６回小回小松市ＰＴＡ研究大研究大会

同時開催

　

単Ｐだより 粟津小学校「自転車安全教室」

中海中学校ＰＴＡ 安宅小学校ＰＴＡ 第一小学校ＰＴＡ令和５年度研究発表校

小松市民大会・わたしたちにもできるＳＤＧｓ運動
日付：令和５年11月５日（日）　場所：小松市民センター


